
●Ａグループ：地域においての活動について

東京一極集中の解消、空き家問題を解決する中小企業の活性化、地域産業の
活性化、地方の税金問題の是正、シャッター通り問題の解決などの様々な問
題を解決できる方法を模索しました。ところで空き家がたくさん全国にあるの
は御存じですよね。平成31年度の調査において、全国で空き家は846万戸の
空き家があり、空き家率は13.55％となっています。そこで姫路の空き家を
市が買い取って改装し、Wi-Fi環境を整備してベンチャー企業に貸し出す。
物件は不動産と連携してPR及びオンラインで紹介するということを提案させ
ていただきたいと思います。
まず、本事業を遂行するに当たって、幾つかの問題があります。
１つ目は、空き家の土地所有権問題の解決です。例えば、相続人がおられない。
そういうときはどうすればいいのか。
２つ目は、空き家を改装する際の費用の負担。市が負担するのか、またはベン
チャー企業に一部負担してもらうか。
３つ目は、大手不動産会社との連携です。官民共同での事業となりますので、
大手不動産会社との連携が必要です。
４点目は、ベンチャー企業など貸出し先の企業との賃貸料の設定です。具体的に幾らにするのか、こういう場
合には、ちょっと安くしますとかということです。
５点目は、ベンチャー企業などの貸出し先の企業の経営状況の悪化による賃貸料未払いが発生した際の対応。
６点目は、本事業による赤字が発生した際、具体的にどうするのか。事業の存続の是非や赤字補填など。
７点目は、市民に理解を得られるかという問題です。やはり本事業を遂行するに当たって、市民の理解は絶対
に必要です。



●Ｂグループ：地域活性のためのボランティア

私たちのグループは、11番の都市の住みやすいまちづくりというので完全一致
したので、それについて深めてみました。
題は地域活性のためのボランティアです。
主にボランティア活動についてを話し合ったのですが、解決策としては、
ボランティア活動でやっていることを市民に知ってもらうことです。
現状、たくさんのボランティアが行われているものの知られているものが少ない
ということでした。
次に、駅に商店街を紹介するポスターを配置することです。
これも商店街の活性化につながるという話し合いが出ました。
３つ目は、SNSを利用し普及させるということです。
青の文の解決策として、地元企業との連携を取るということが出ました。
地元企業との連携を取るということは基本的に難しいことだと思うので、
取りやすい状態を作っていきたいと思います。
メディアさんを中心に広めてもらったり、神戸新聞さんに記載していただく
ことを私たちのチームでは考えました。



●Ｃグループ：技術革新の基盤をつくろう！

私たちのチームは技術革新の基盤をつくろう！ということをテーマにしました。
現在、AIが結構普及している時代になっていますが、その情報技術を手段に
して、姫路の魅力を世界に発信するということを目的にしています。
そのためには、まず姫路市民にデジタルに興味を持ってもらうこと。
それを行うために地域の病院や中小企業に対してAIを導入できる環境を作る
ということが手段になってくるのかなと思いました。
現在、コロナ禍でテレワークが進んでいる中で、テレワークに対してもAIを
導入できる環境を作るということにつながっていくかなというふうに思いました。
また、その地域の交流の一環として、姫路の若い世代から高齢者に対して、
デジタルの活用について共有する場を設けることも地域交流につながるかなと
思いました。
私自身、先日、姫路城を訪れたんですけれども、その際にQRコードを使った
観光のアピールを行っていたので、そういうことをこれからも広めていって、
環境事業を中心に姫路の魅力を世界に発信していくことも大事なのかなという
ふうに思いました。



●Ｄグループ：支援・募金

私たちの班では、支援や募金について考えました。
まず、寄附できる対象として、貧困で苦しんでいる人や教育を受けられて
いない子供たちを対象に寄附ができるなと考えました。
その寄附をする方法として、クラウドファンディングや募金などの活動を
していくことが大切だというアイデアが出ました。
クラウドファンディングなどでは、見返りとして姫路の特産物やイベント等を
与えることで、たくさんの人に親しみを持ってもらえるかなという意見に
なりました。
このことを通して、姫路を貧困が日本一少ないまちにしていけたらいいな
という結論に至りました。



●Ｅグループ：労働

Ｅ班では、姫路市の労働についてちょっと考えたんですけれども、今現在、
姫路市は企業さんも結構減ってきているような状況で、姫路市の人口もどんどん
減ってきておるような状況なんで、地域の活性化で地元を愛する方をずっと
姫路に残ってもらうというのと、働きやすい環境作りをするとか、いろいろ
考えています。
その働きやすい職場作りをするのには、やっぱり企業のコミュニケーションとか
を増やしていくような企業の体制を整えることが大事だなということで、
僕たちの班は考えました。
これからどうするかというところまでは、実際のところは話し合えてなかったん
ですけれども、これから姫路市が盛り上がっていくような商店街の活性化とか、
補助金等の商工会議所と連携して、もっとそういった商品を増やしていこうと
いうことで話し合いました。



●Ｆグループ：地方創生

Ｆ班が考えたのは、地方創生についてです。
自分たちに出来ることとして、商店街の利用を増やすこと、地産地消を普及
させることを考えました。
そして何ができるかということで、SNS等で商店街に何が売っているかを
知る、情報発信をSNSで自分たちがする。みんなで出来ることとしては、
地域の名産品を購入できるコーナーを作る。そこで商店街でインスタなどを
使ってイベントを増やす。
例えば、このお店では、この商品が売っているなどを知ることができるような
仕組みを作ったりだったり、インスタグラムの広報でイベントを実施したり、
そしてプラスアルファで商店街でトライやる・ウィークの実施を行いたいと
考えました。
若者が実際に働くことで、つながりを持って利用することが増えるのでは
ないかと考えました。



●Ｇグループ：住み続けられるまちづくり

私たちＧチームは、住み続けられるまちづくりをテーマに話を進めていました。
こちらを選んだ理由としては、就職や進学を経ても、なお姫路に戻ってきたい
という人が増えるようになればいいなと思ったからです。
これをするにあたって、自分たちでできることとして、地域イベントに参加や
地域住民との交流を深めるのがいいのではないかという意見が出ました。
地域イベントというのは、例えば、まちの清掃活動であったり、運動会であっ
たり、そういったイベントに参加すること。
地域住民との交流というのは、本当に行き帰りの「おはよう」であったり、
「お帰り」であったり、ちょっとした挨拶をすることによって深まるのでは
ないかなと思いました。
そのために、イベントがあるということを回覧板であったり、掲示板を活用して
知らせることが出来るのではないかと思いました。
また、私たちが実現したいなと思ったことが、コミュニティスペースを作ること、
子ども食堂を作ること、週末住人という制度を利用するということです。
コミュニティスペースというのは、高齢者、子供関係なく、気軽に自由に話す
ことが出来るスペースを考えてあります。
子ども食堂っていうのは親と子供が一緒に食事を作って、地域住民に振る舞うという機会があったらいいなと
思いました。
週末住人というのは、農村、田舎や高齢者が住む家に学生たちが宿泊し、共に食事、仕事をして交流をすると
いう制度があるみたいなので、そういうのも取り入れたらいいなと思いました。こういうことをするにあたっ
て、今、Ａチームが言っていたように空き家だとか、そういったものも利用して進めていけたらいいなと思い
ました。



●Ｈグループ：姫路の町づくり

Ｈ班は、姫路の町づくりということでテーマを決めました。
このテーマを決めた理由としては、進学だったり就職だったりで姫路を離れて
しまう人がやっぱり一定数いる中で、老後にまた戻ってきてもらいやすいまち
だったりとか、観光で人が集まるようなまちにしたいというところで、この
テーマに決めました。
今すぐ、私たち自身が取り組めそうなこととしては、姫路の魅力を発信する
というところで、今、SNSがすごくはやっている時代なので、一人一人が
SNSで姫路の魅力を発信することもできるんじゃないかなと考えております。
魅力を発信するに当たって実現させたいなと思っていることが、まず姫路を
アピールするイベントを開催するということです。なんですけれども、この
イベント、今、このコロナがはやっている中で、イベントを開催するのは少し
難しいのかなと思ったので、また別の視点で姫路のPR動画を作成するという
ことを案として挙げました。
このPR動画なんですが、例えば姫路出身の有名人、お笑い芸人だったりとか、
大食いタレントがいるそうなので、その方たちに協力をあおってPR動画に出演
していただいて、姫路城以外の名産だったりとか特産品だったりをアピールできたらいいなと思っております。
姫路の認知度、知名度とかが上がったりすると、観光に来てもらう人たちも増えるのかなと思っているので、
姫路の活性化につながっていくのではないかと考えました。
最後に、最初のほうに姫路市と神戸市が提携を結んでいるってお話で聞いたので、今、兵庫といえば神戸って
言われるような中で、姫路もそこに上がっていけたらいいのかなと思っています。
以上です。ありがとうございます。



●Ｉグループ：教育

私たちの班では、教育分野について議論を深めました。
質の高い教育をするために私たちが出来ることや、今後実現したいことについて、
まず意見を出しました。
ICT教育の導入やSDGsに関する授業の展開という意見が出ました。
ICT教育の導入においては、今、コロナ禍でオンライン授業の拡充などが必要
とされているので、今後も柔軟な対応が出来るようにICT教育の導入をして
いくべきだという意見が出ました。
そして、SDGsに関する授業の展開をするという意見で、小中学校で連携を
する、または中学校、高校で連携をして、SDGsに関する授業を展開する
という内容です。
SDGsの授業を年間を通してSDGsを取り扱う授業を展開して、その中で
高校生が学校に出向いて、自分たちが学習しているSDGsについて小中学生に
共有する。そして、留学生など外国の方との交流機会を増やす。
姉妹都市との交流をその事業の中で行う。また、留学生とも面と向かって会話
するだけじゃなくて、ICTを利用して外国にいる留学生の方と通話などオンラ
インでやりとりをするっていうのも良いアイデアなのではないかなと思います。
また、その事業の中でSDGsの目標にもある防災や人権リテラシーについて取り扱って授業をする。
また、SDGsの専門家を各学校に呼んで授業をするという意見も出ました。
あとは、市内に大学を作る、世代間国際交流イベントを増やす、勉強が自由に出来るところ、コワーキングス
ペースなどを作るという意見が出ました。ICT教育導入のために、パソコンやインターネットの使い方を講演
などで子供や親にも伝えて、ICTのメリットを伝えるということが今後必要になってくるのではないかなとい
う結論に至りました。



●Ｊグループ：姫路の新しい観光事業
私たちＪグループは、姫路の新しい観光事業について考えました。
私自身、他県に住んでいるんですけれども、やっぱり姫路の状況とか、子育てに
なったらどういう情報があるのかとか、転職するんだったらどんな企業がある
のかっていうのは、ちょっと情報が拡散していまして、でも、そういうところに
住むとか暮らすってなったときに、やっぱり姫路の財源が豊かであるってことは、
すごくうれしいことだなと思って、ここは特に注力していきたいところだなと思
っています。ただ、コロナの状況下の中で、姫路にお城がありますけれど直接行
けない。やっぱり何か姫路にもう既にある宝を使って、SNSですとか、ちょっ
とここに書いてあるんですがVRで360度体験とかをして、お城とか、あと
お城だけではなくて、新名所をちょっと作って、そこもPRしていけたらなと
思っています。この流れを左側に書いているんですが、SNSで紹介をして、
行った気分になってもらって、いつか行きたいなと思ってもらって、姫路にやっ
とコロナが落ち着いて戻ってきてもらって、そのときにニュースポットとお城
両方ちゃんと行ってもらって、姫路で宿泊してほしいなと思っています。やっぱ
りちょっとここ課題かなと思っていまして、姫路にあまりお金が落ちないという
ことも聞いていまして、どうにか姫路で宿泊できる施策を考えたいなと思っています。最終的には、姫路で暮
らしてほしいなと思っています。ここ、お金を落としていただく、使っていただくシーンを２つ考えています。
SNSで紹介したときに、PCサイトでそのままショッピングが出来るようにしたいなと思っています。なので、
お城でしたらお城をちょっと回っていって、この場でそのグッズが買えるとか、それこそ新しい新名所、
ちょっと考えているのが、中小企業さんの工場見学とか、あとは古民家カフェとかがどんどん出来ているって
いうのを聞いたりもしているので、そういうところで直接購入が出来たらいいのかなと思っています。
あとは、最後ですね、直接行けるようになったときには、学生さんたちとか中小企業さんにも一緒に関わって
いただいて、ツアーなんかが出来たらなと思っています。



●Ｋグループ：ゴミを減らす⑪～⑮

Ｋ班は、ごみを減らすというところで発表させていただきたいと思います。
まず、何を減らすかということなんですけれども、姫路の大通り、市役所方面
とかでペットボトルのごみとか結構多くて、それで、それを減らしていけられ
たらなというところで、SDGsとしては都市の住みやすさというか、きれいさ
を保つというところと、やっぱり企業さんが使ってそのままの責任にするって
いうことと、個人さんが使ってそのままの責任にするっていう点でＳＤＧｓに
貢献していけるんじゃないかなと思っています。
具体的に何をするかっていうんですけれども、ペットボトルの中で今、マイボト
ルっていうのがありまして、それを増やせていけたらなと思っています。
マイボトルを使っていただくのに、企業さんの協力がどうしても必要なんです
けれども、マイボトルを持ち歩いて自販機とかでコーヒーのサーバーというか
紙のサーバーみたいなのがあると思うですけれども、110円とか払って、あれを
ペットボトルに入れられるような形にしたらいいんじゃないかなと思っています。
企業さんもそういうので協力していただいたら若い人らがやってくれるん違うか
なというので、そこからSNSではやってお母さんとかお父さんに話したりとか
して、そこからまた祖父母の方に話していって広まっていくと。企業さんもそれでメリットあるん違うかなと
いうのと、SDGsもしてますよという点でメリットがあるんじゃないかなと思っています。
仮にマイボトルを忘れてしまったという場合なんですけれども、今ペーパーウオーターボトルっていうものが
ありまして、そっちだったら仮にどこかに捨てる、街頭に捨てるっていう場合でも80日したら資源に戻るっ
ていう形になるんで、その点でSDGsにも貢献できるん違うかなと思っています。仮にそのウオーターペット
ボトルをそこに捨てとって、海とかに捨てていただいたとしても、それが資源に戻るので海のきれいさとかを
保てるんじゃないかなと思っています。



●Ｌグループ：住みやすい町づくり

私たちＬ班が考えたのは、住みやすいまちづくりについてです。
今すぐ取り組めそうなことはより良い環境作りです。
なぜそのように考えたかというと、姫路の学校に通わせたい親が増えること、
姫路の人口が増えることで活気が生まれると考えたからです。
そのために周りにない教育環境を作ることが必要だと考えました。
自然に触れる体験学習、地元企業とのコネクション作りの２つが挙がりました。
自然に触れる体験学習では、姫路には都市部だけではなく、緑もたくさんある
ことから考えました。
地元企業とのコネクション作りについては姫路に本社がたくさんあるからです。
これらのことにより、将来、姫路に住んで働きたいと思う人が増え、
姫路が活気付くと考えました。



●Ｍグループ：みんなが行きたくなる姫路に

私たちＭ班は、みんなが行きたくなる姫路にというテーマで話し合いました。
姫路市には姫路城といって世界遺産があり、たくさんの海外や県外から観光客の
方が訪れます。
なので、姫路城以外のＰＲポイントをもっとたくさん作ることで、もっと姫路市
が人であふれるまちになるのではないかと考えました。
特に注目したのが商店街です。今の姫路にある商店街は、シャッター街のところ
も多く、ここを人があふれることでより良いまちづくりになると思いました。
SNSでのPRについてですが、私たち世代ではインスタグラムなどの情報のほう
がパンフレットよりも影響力が大きいと考えました。
インスタグラムの共有アカウントを開設することで、商店街の人が共有してアク
セスでき、商店街のグッズや食べ物などを発信していくことがスムーズに行う
ことができるのではないかと考えました。
また観光客が楽しめる店を誘致するという点から、空き家を改装してカフェに
するっていうことを考えました。
外部から古民家カフェの経営者を呼び込みます。この際、空き家を利用すること
で商店街の人や市の援助を受けることができることで、興味を持ってくれる経営者の方が現れると思います。
また、クラウドファンディングで誘致の資金を集めることで、様々な人からの協力を得て、より良い姫路市に
なると考えました。



●Ｎグループ：マリンスポーツでごみひろい

僕たちＮ班が考えたのは、姫路の海の豊かさを守るためにをテーマにしました。
まず一人でできることは、ボランティアに参加したりポイ捨てしないことだと
考えました。
まず、ポイ捨てを皆さんがしないために行える事としては、ポイ捨て禁止の看板
を人が集まるところに置いて、ポイ捨てするたびに罰金を行えるような制度があ
ればいいかなと思いました。
ポイ捨て禁止の看板を立てる場所の具体的な例としては、姫路駅近くとか姫路城
近辺、あとは港ら辺に置いたら効果かなと思いました。
次に、みんなが行えることとしては、みんなで海のごみ拾いをしたり、工場など
の排水で海を汚さないようにしたらいいかなと思いました。
姫路市は工場産業も発展してる分工場が多いので、特に海に面している南側の
地域に工場が集中してるのでその辺の工場が与える影響はとても大きいと思い
ました。
みんなで海のごみ拾いをするために海のごみ拾いとマリンスポーツを組み合わせ
たら、なんかおもしろいことが起きるんじゃないかなと思いました。
その際漁業関係の人に協力してもらうなどして楽しめばいいかなと思いました。



●Ｏグループ：姫路が大好きな高校生のために

テーマは姫路が大好きな高校生のためにということで、「姫路高校生まっぷ」を
作成と。まず、問題点からちょっとお伝えすると、姫路の観光の話です。お金が
全然落ちないというのは僕は問題だと思います。というところが、ここに書いて
います。一泊する観光客が少ない。あと、行くところが制限されているというと
ころで、違う視点のマップが要るんではないかというところをちょっと深掘りさ
せてもらいまして、学生やから分かるポイントでマップを作ってみようじゃない
かというところです。あと、ここのポイントとしては、姫路らしく歴史を体験で
きるように地方や商店街、集落などとネットワークを作って連携することで、エ
リアを広げる。エリアを広げることで、そのエリアの中で時間を有効活用しても
らうと、大阪に帰ったり、いろんなところに帰ったりすることがないと思います
ので、必ずここで一日を終えることによって宿泊してもらえるというメリットが
あると思います。また、違う視点で、マップを作成することに差別化された観光
案内が可能であると。あとは観光する視点を変えることで新たな観光スポットが
出来て、新しい発見につながるかなと思います。私も世界いろいろなところ仕事
で行ってたことがあって思った気付きとしては、そこの国の方が当たり前だと思
うところが売れるポイントに変わると思います。僕なんかそうやったんですけどもマップとかいろんな有名な
観光エリアのところに行っても余り楽しくないんですよ。じゃなくて、そのローカルのエリアの方が知ってる、
ここが面白いでっていうところに行くと、すごい楽しかったという経験もあるので、そういうところをこの姫
路のエリアを拡大して、地方と連携して新しい大きな観光のエリアを作ること、必ず姫路に泊まってもらえて、
そして地方にもお金が流れる仕組み、ネットワークを構築していこうという形で姫路高校生まっぷ作成、これ
はいろんなところで使えると思います。会社員の方でも高校生だけじゃなくてもいろんなところで仕組みを得
たマップという形で観光で作成ということでさせてもらいました。



●Ｐグループ：町づくり

僕たちＰ班は、町づくりで観光客を増やそうということについて話し合いました。
まず、僕たち一人一人が出来ることなんですけど、姫路の魅力を僕たち一人一人
が必要と思っているのが、まず一番大事なんだと思います。これは僕たちが、ほ
かの市や、ほかの県の人たちに姫路の魅力、住みたいなと思えるところなどを細
かく伝えるぐらいまでは意識を高く持って知っておかないといけないと思います。
２つ目として、様々な言語を学習しておくとありますが、これは外国人の観光客
とかが観光に来た際に、姫路城とか書写山とかの場所ぐらいの説明は出来るぐら
いにしておいたらいいと思います。団体とかでも出来ることなんですけど、まず
芸能人を呼ぶというのはいいと思います。最近だとミルクボーイの一人が姫路出
身ということで、呼びやすくて話題性もあると思います。もう一つ、ゆるキャラ、
受けを狙えるようなとか、インスタ映えとか、こんな感じでゆるキャラも作れた
らなと思います。ほかはバリアフリーですね、障害者とかも観光しやすいように
施設を整えたらいいと思います。Wi-Fi環境とかも、どこでもWi-Fiがつながる
みたいな、そしたら観光しやすいんじゃないかなと思います。あと、新しい姫路
の名産物、御当地グルメなども作ったらいいと思います。例えばですけど、
めっちゃインスタ映えする姫路おでんみたいな感じなのを作ればいいと思います。


